
 
令和７年度 北海道標津高等学校 の教育 

 

～生徒・保護者・地域が「行きたい」「通わせたい」と思う魅力ある学校を目指して～ 

学校教育目標 

持続可能な社会の形成者となり、地域の未来を創る人材となる資質・能力を身につける 

Ｒ７年度 経営方針・・・目指す教育像 

１ 地域からの負託や期待に応えた、特色があり、魅力のある学校づくりに努める。 

２ 個々を大切にした教育実践の中で、生きる力を育成するために自己肯定感・自己有用感を高める場を 

多く設ける。 

３ 探究する力を身につけるために、学習活動や特別活動への主体的かつ協働的な参加を促す。 

４ コミュニケーション力を育成し、周囲との人間関係を構築させる。 

５ 校内・校外研修の一層の充実により、職員の資質・能力及び指導力の向上を図る。 

６ マネジメントサイクルを意識した教育活動を重視し、組織的・機動的な学校運営に努める。 

Ｒ７年度 重点目標 

１ コミュニケーション力を身につける。 

・受け取る能力（聞く力、読み取る力）を身につける。 

・伝える能力（話す力、書く力）を身につける。 

 ２ 生きる力を身につける。 

・自他の生命、周囲の環境を大切に思う心を養う。 

 ３ 探究する力を身につける。 

・主体的に学習や特別活動などに取り組む姿勢を身につける。 

目指す学校像～潜在能力が開花し、一人一人が輝く学校～→重点目標実現のための３つの柱 

生徒一人一人の学力を伸ばせる学校 

～学びが輝く～ 

将来の夢、進路希望が実現できる学校 

～未来が輝く～ 

豊かな人間性を培い、規律ある学校生活が送れる学校 

～笑顔が輝く～ 

スクール・ミッション 

地域の高校として、地域の教育資源を活用した教育活動を通じて、地域の未来を創っていく生徒の育成 

スクール・ポリシー 

○育成を目指す資質・能力に関する方針 

「郷土に対する誇りと愛情を持ち、そのたゆまない発展のため、自分の可能性を信じ、主体的に自らを鍛えるとともに他と協働し行動すること

ができる人」 

○教育課程編成及び実施に関する方針 

「個々の特性や希望に対応可能な科目や地域の特性を生かした類型による学習を通じて、主体性の育成及び学力向上を目指すとともに、地域と

の密接な連携・協働により地域の教育資源を効果的に活用し、地域の持続的な発展に貢献する人材育成に生かす」 

○入学者の受入に関する方針 

「次のいずれかに該当する生徒」 

 １ 明確な進路希望を持ち、自己実現に向けてたゆまぬ努力を続け、主体的かつ協働的に学習に取り組む生徒 

 ２ 生徒会活動や部活動、特別活動等において、主体的に行動し、リーダーとして意欲的に取り組む生徒 

 ３ 地域との交流やボランティア活動を積極的に取り組み、地域のために貢献できる生徒 

校 訓  
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